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前田東原公園

地区計画

前田・長岡地区地区計画
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１

企業立地のニーズ変化に対応し、
本地区を中心とした産業・生産
拠点の構築を更に推進するため

茨城中央工業団地地区

茨城町役場周辺地区
地区計画

水戸・勝田都市計画区域　用途地域総括図

今回用途地域を変更する区域
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